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【緒言】 

QOL についての研究は、医療分野におけるアウトカム

評価のため約 25 年前に欧米で始まった。日本において、

健康関連 QOL 研究は多数行われているが、高校生を対象

にした研究は数少ない。また、QOL は様々な外部要因の

影響を受けるが、要因についての統一した見解は見られな

い。そこで本研究では、高校生において QOL に影響を与

える因子となる個人特性、生活習慣を特定し、その因子が

与える影響を検討し、共通因子を明らかにすること、過去

の身体活動や文化活動が現在の生活習慣・QOL に影響を

与えるかを検討することを目的とした。 

【方法】 

 １８歳以下の小児・青年用 QOL 質問紙として開発され

た、身体・活動、気持ち、交友関係、学校生活という４つ

のサブスケールからなる PedsQL 質問紙の日本語版 QOL

質問紙を用いた．同時に年齢、性別、身長、体重、兄妹構

成という個人特性項目、および森本らの先行研究をもとに

生活の規則性、朝食摂取状況、間食摂取状況、睡眠時間、

睡眠状況、現在の身体・文化活動の有無、現在の週運動総

時間、現在の週文化活動総時間、小・中学生時の身体・文

化活動の有無、小・中学生時の週運動総時間、小・中学生

時の週文化活動総時間、通塾の有無、テレビ視聴時間、テ

レビゲーム実施時間、通学手段・時間という生活習慣項目

を問う自己記入式アンケートを神奈川県、岡山県、奈良県

の公立高等学校に郵送配布、回収し調査した。対象は、上

記の高等学校に通う 15 歳～18 歳の男女 700 名とした。回

収後、回答に不備があったものを除き高校生 686 名を分析の

対象とした。統計処理は、Dr.SPSSⅡver.9.0（windows 版）を用

いた。欠損値はリストから除外した。 

【結果と考察】 

QOL 合計点数および各サブスケール得点の分布に性差

が見られたため、男女別にステップワイズ法の重回帰分析

を行った。QOL 合計点数および各サブスケール得点に影

響を与える共通因子として、男女共に生活の規則性および

睡眠状況が抽出された。つまり、生活の基礎である生活の

規則性、十分な睡眠が QOL 全体を向上させることが示唆

された。男子においては、身体・活動、気持ち、交友関係

サブスケール得点で兄弟の有無が共通して抽出され、兄弟

がいる群の方がいない群に比べ高値を示す傾向がみられ

た。男子において兄弟の有無は、身体・活動面、心理的な

面、交友関係において他の因子と相互的に作用し影響を与

えると示唆される。また QOL 合計点数、気持ち、交友関

係サブスケール得点で現在の週運動総時間が抽出され、週

運動総時間と各サブスケール得点が有意な正の相関関係

を示した。男子において現在の週運動総時間が QOL 全体、

心理的な面、交友関係において他の因子と相互的に作用し

影響を与えると示唆される。男子における生活の規則性と

週運動総時間の検討では、規則正しい群は不規則群に比べ

て有意に週運動総時間が長いことを示された。男子におい

て運動が生活の規則性を生むことが示唆され、直接的また

は間接的に QOL に影響を与えることが示唆された。 

女子においては、QOL 合計点数、身体・活動サブスケ

ール得点で小学生時の週運動総時間が共通して抽出され、

QOL 合計点数、交友関係サブスケール得点で中学生時の

週運動総時間が共通して抽出された。女子においては、

小・中学生時の運動経験が現在の QOL 全体、身体・活動

面、交友関係において他の因子と相互的に作用し影響を与

え、小・中学生時の運動経験が高校生における QOL を向

上させる要因となりうることが示唆された。 

【結論】 

本研究において高校生における QOL に影響を与える個

人特性・生活習慣として、男女共に生活の規則性、睡眠状

況、男子のみで兄弟の有無、現在の週運動総時間、女子の

みで小・中学生時の週運動総時間が抽出された。規則正し

い生活、主観的に十分な睡眠および身体活動は、QOL を

向上させることが示唆された。男子では現在の身体活動、

女子においては小・中学生時の身体活動・運動経験が QOL

に影響を与えることが示唆され、身体活動の意義が QOL

の観点から見出された。高校生の現在、そして将来にわた

る QOL を向上させるために規則正しい生活、十分な睡眠、

身体活動・運動の習慣化の必要性を認識し、家庭、地域、

学校を含む多くの環境の中で取り組んでいくことが必要

である。 

 


